
第２学年 算数科 少人数指導 学習指導案（ ）

平成１５年９月３０日（火）

指導者・場所 教諭 後藤 清丈 ２年２組

教諭 吉田 秀子 プレールーム

教諭 菅原 祥顕 ２年２組

教頭 小野 弘之 プレールーム

教諭 千葉 英志 プレールーム

１ 単元名 たし算とひき算のひっ算

２ 単元について

○ 本単元は，学習指導要領（１）の内容Ａ－数と計算（２ 「加法及び減法についての理解を深め，そ）

れらを用いる能力を伸ばす 」を受けて設定した単元である。。

児童はこれまでに，第１学年においては，１位数と１位数，及び簡単な２位数の加法と減法について

半具体物を用いた活動などを通して，計算の意味理解や計算のしかたを学習してきている。また，３口

の加法についても学習してきている。

また，第２学年では第１単元で，２位数と１，２位数の筆算形式の加法のしかたを発見的にとらえさ

せ，そのよさを実感させ，筆算の習熟を図ってきている。更に，その逆の筆算形式の減法のしかたにつ

いては，第２単元で同様に考えさせ，習熟を図ってきている。３口の加法についても，加法の交換法則

については第１単元で，結合法則と（ ）の使い方については，第５単元で学習してきている。

上記の既習の学習を基に，本単元では，筆算形式による加法（２位数＋１，２位数＝３位数）と減法

（３位数－１，２位数＝２位数）の計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を伸ばすことを行

う。

加法では，まず「十の位で繰り上がりがある場合の処理のしかた」を既習事項を基に算数的活動を取

り入れたりして考えさせる。次に「一の位，十の位でそれぞれ繰り上がりがある場合の処理のしかた」

や「一の位で繰り上がったために，十の位でも繰り上がる（繰り上がりが波及する）場合の処理のしか

た」を考えさせる。そのことにより，繰り上がりのある２位数どうしの計算も，今までの２位数の加法

計算と同じように，位毎の基礎計算を繰り返すことによって和が求められることや，百の位への繰り上

がりは，十の位の繰り上がりと同じ考え方で処理できることを理解させる。

次の減法でも，既習事項を基に筆算形式を考えていく。初めに「十の位へ繰り下がりのある場合の処

理のしかた ，次に「一の位，十の位でそれぞれ繰り下がりがある場合の処理のしかた ，更に「一の」 」

位へ繰り下がるために，百の位から１繰り下げて，十の位でも繰り下がる（繰り下がりが波及する）場

合の処理のしかた」を順に考えさせることにより，筆算の基本的な理解と技能を確実なものにする。

尚，本単元で学習したことは，第３学年の「たし算とひき算」の学習の基礎となるものであるので，

筆算の原理と手順をしっかりと身につけさせたい。

○ 本学年は，男子４２名，女子３４名，計７６名で構成されており，明るく元気な児童が多い。授業中

の発表意欲が高く，積極的に挙手して発表する姿が見られる。算数科の学習についても，積極的に参加

し，授業を楽しみにしている児童が多い。

教研式標準学力検査ＣＲＴ（平成１５年４月実施）では，算数に対する関心・意欲・態度においては

全国平均程度だが，知識・理解，表現・処理，数学的な考え方においては，全国平均を下回る結果とな



った。

領域別に見ると，量と測定が正当率８３．２％と１番高く，本単元と関係する数と計算の領域は，８

１．９％の正当率であり，全国平均をやや下回った。

算数に関する意識調査（平成１５年５月実施）では，６７名（８５％）の児童が「算数がとても好き

または「好き 」と答えた。その理由としては 「計算が好き 「答えが当たったときがうれしい。。 ， 。」

といったものが多かった。９名（１２％）の児童が算数が少し嫌いと答えたが，その理由が「分からな

いから 「計算が苦手だから 」というものであった。。」 。

少人数指導に対しては，７５名（９６％）が好意的な回答をした 「少ないといっぱい発言できる。。

「集中できる 「チャレンジだといっぱい計算できる 「分かりやすく教えてくれる 「自分の。」 。」 。」

速さでできる 「いろんな先生に教えてもらえる 」といった理由が挙げられた。少し嫌いと答えた 児。」 。

童１名も「友達と離れてしまう 」といった理由であった。。

本単元のレデイネステストをしたところ，既習のたし算（繰り上がり１回あり）４問では，正答した

のは６９名（８８％ ，たし算の文章題では，式，計算，答えの全てに正答した者は５８名（７４％））

で，たし算については，おおむね習熟していた。大きくつまずきが見られる児童は４名であった。また

既習のひき算４問では，正解したのは，初めの繰り下がりがない１問については６９名（８８％ ，繰）

り下がりのある３問については，５８名（７４％）とやや下がったものの，ひき算でもおおむね習熟し

ている。大きくつまずきが見られる児童は７名である。たし算と比べてひき算を苦手とする児童が少し

多い。たし算とひき算の両方につまずきのある子は，２名であった。未習のたし算では，十の位で１回

だけ繰り上がるためか，５５名（７１％）が正答し，ひき算では２回繰り下がる難しい筆算だったため

２３名（２９％）の正答であった。

○ 以上のことから，次の仮説に基づき，指導を工夫すれば，基礎・基本の定着が図られ，算数科におけ

る「確かな学力」の向上につながるであろう。

【仮説１】発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発を工夫する。

（１） 児童の実態に応じた学習プリントや教具等を活用することにより，児童一人一人が意欲をも

って学習に取り組み，学習内容の定着が図れるようにする。

（２） 児童の習熟度を調べる問題を作成し，調べた結果を指導に生かす。

（３） 習熟度に応じた補充・発展的な学習問題等を作成し，活用することにより，個に応じた指導

をし，学習内容の定着が図られるようにする。

（４） 算数コーナーの掲示物を充実させることにより，既習事項を振り返らせたり，算数の学習の

しかたを身につけさせたりする。

【仮説２】個に応じた指導のための指導方法，指導体制を工夫する。

（１） 習熟度を考慮したコースを設定し，児童が教師の助言でコースを選択し，学習を進めること

で，差別感を持たず，個人差に応じた指導を行うことができるようにする。

（２） 学習内容に応じて，単元の導入，つまずきが予想される場面や補充・発展の場面等を考慮し

，１人体制，２人体制，３人体制，ＴＴ（学級，学年）等の指導体制を取り入れ，児童の理解

を確実に定着させ，深めさせる。



（３） 児童の生活で生きて働くような身近なものを問題として取り上げたり，具体物を提示したり

することにより，一人一人が興味・関心を持ち，意欲的に学習に取り組めるようにする。

（４） レディネステストを行い，児童の実態を適切に把握することにより，児童のコース選択に対

してきめ細かなアドバイスを与えることができるようにする。またその結果をもとに，授業で

の学習課題の提示や算数的活動の取り入れ方の工夫をし，個別指導の充実を図る。また，補充

・発展の前には習熟度を調べるテストを行い，児童の実態に合わせた指導を行うようにする。

（５） 補充・発展の場面では，ネームカードを活用し，児童の理解の様子を見ながら指導にあたる

（６） 他のコースの指導者との，教材や教具の活用の仕方，指導のあり方についての共通理解を図

る。

【仮説３】児童の学力の評価を生かした指導を工夫する。

（１） チェックカードを活用し，授業での児童の様子をできる範囲で書き留め，それをもとに情報

交換をすることにより，他のコースの指導者と共通理解を図りながら，指導に当たれるように

する。

（２） 振り返りカードを用いて，簡単な学習の振り返りをさせることにより，児童の学習の定着度

を理解し，指導に生かす。

３ 単元の目標

○ 筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数，３位数－１，２位数＝２位数の計算のしかたについて

理解し，それを用いる能力を伸ばす。

【関心・意欲・態度 ・筆算のよさを認め，進んで既習の筆算のしかたを活用しようとする。】

【数学的な考え方】 ・既習の筆算から類推して，筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数，３

位数－１，２位数＝２位数の筆算のしかたを考える。

【表現・処理】 ・筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数，３位数－１，２位数＝２位数

の計算ができる。

【知識・理解】 ・筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数，３位数－１，２位数＝２位数

の計算のしかたを理解する。



４ 指導計画 単元名 たし算とひき算のひっ算 １２時間扱い（本時１１／１２）

小 単 元 時 目 標 基礎的・基本的事項 評 価 規 準

たし算 １ ・２位数＋２位数＝３ １３位数までの加法の計算 考 既習の加法との違いを認め
位数（百の位へ繰り上 のしかたを考え，それらの ，既習の筆算の原理・手順を
がりあり）の筆算のし 計算が１位数などについて 適用して，２位数＋２位数＝ ＴＴ
かたを理解し，その計 の基本的な計算を基にして ３位数（百の位へ繰り上がり
算ができる。 できることを理解し，それ あり）を考えている。

らの計算が確実にできる。
２ ・２位数＋２位数＝３ 考 ２位数＋２位数＝３位数（ ２人

位数（十，百の位へ繰 ２数の範囲や場面を広げて 十，百の位へ繰り上がりあり
り上がりあり）の筆算 加法を適用することができ ）の筆算のしかたを既習事項
のしかたを理解し，そ る。 をもとに考えている。
の計算ができる。 表 ２位数＋２位数＝３位数（

３３位数の加法の計算のし ，百の位へ繰り上がりあり）
かたが分かる。 の筆算ができる。

３ ・２位数＋１，２位数 ４加法の筆算ができる。 考 ２位数＋１，２位数＝３位 ２人
＝３位数（百の位へ波 数（百の位へ波及的繰り上が
及的繰り上がりあり） ５加法について成り立つ性 りあり）の筆算のしかたを既
の筆算のしかたを理解 質が分かる。 習事項をもとに考えている。
し，その計算ができる 表 ２位数＋１，２位数＝３位
。 ，数（百の位へ波及的繰り上が

りあり）の筆算ができる。

ひき算 １ ・３位数－２位数＝（ ６３位数までの減法の計算 考 既習の減法との違いを認め
十の位へ繰り下がりあ のしかたを考え，それらの ，既習の筆算の原理・手順を ＴＴ
り）の筆算のしかたを 計算が１位数などについて 適用して，３位数－２位数＝
理解し，その計算がで の基本的な計算を基にして 十の位へ繰り下がりあり）を
きる。 できることを理解し，それ を考えている。

らの計算が確実にできる。
２ ・３位数－２位数（一 考 ３位数－２位数（一，十の ２人

，十の位へ繰り下がり ７数の範囲や場面を広げて 位へ繰り下がりあり）の筆算
あり）の筆算のしかた 減法を適用することができ のしかたを既習事項をもとに
を理解し，その計算が る。 考えている。
できる。 表 ３位数－２位数（一，十の

８３位数の減法の計算のし 位へ繰り下がりあり）の筆算
かたが分かる。 ができる。

３ ・３位数－１，２位数 ９減法の筆算ができる。 考 ３位数－２位数（一，十の ３人
（一，十の位へ波及的 位へ波及的繰り下がりあり）

～

５ 繰り下がりあり）の筆 碓減法について成り立つ性 の筆算のしかたを既習事項を
算のしかたを理解し， 質が分かる。 もとに考えている。
その計算ができる。 表 ３位数－２位数（一，十の

，位へ波及的繰り下がりあり
）の筆算ができる。

まとめ １ ・学習内容の理解を確 表 ２位数＋１，２位数＝３位 ２人
認する。 数とその逆の減法の計算がで

きる。

２ ・学習内容の理解を深 表 既習事項を活用し，筆算が ２人
める。 できる。

３ ・学習内容の理解を確 表 筆算形式による２位数＋１ ５人
認する。 ，２位数＝３位数とその逆の
・学習内容の理解を深 減法の計算のしかたについて
め，算数への興味を広 の理解を確認したり，それを
げる。 用いる能力を伸ばしたりする

ことができる。

４ ・学習の定着と理解を １人
確かめる。



○本時の指導のポイント

仮 説 手 立 て ポ イ ン ト

１ ・教材開発 ・単元の学習内容を分析した補充から発展までの問題プリントを作成し，

活用することにより，児童の理解を補充したり，深めたりする。

・基礎・基本の定着をみるためのプリント１～６までは，教師が全部採点

し，児童一人一人の理解を確認できるように問題数を４，５問とする。

・５人のＴＴで指導することにより，児童の習熟度に応じたよりきめ細か

な指導を目指す。

・問題プリントのスタートを習熟度調査により２つに分けることにより，

・指導方法と 個に応じた指導ができるようにする。

２ 指導体制 ・指導に当たっては，児童をよく知っている担任と少人数担当が主になり

応援の教師と協力して，各教室に分かれて指導する。

・採点は，主に応援の教師が担当し，主になる教師は児童のつまずきに応

じた指導を行うと共に採点も行う。

・児童の移動に合わせて，教師も計画的に移動し，指導する。

３ ・評価の工夫 ・活動中の児童の理解の様子をネームカードや観察，採点により把握し，

必要に応じて指導する。

・振り返りカードを活用し，今日の学習を振り返らせる。

○本時に使用するプリントについて

区 分 場所 番号 内 容

プレ １ ・前単元までのたし算（一の位で繰り上がりのある場合）

補 ール

基 ーム ２ ・前単元までのひき算（一の位に繰り下がりのある場合）

充 礎

・ ３ ・たし算（

問 基 ２

本 の ４ ・たし算（繰り上がりが波及する場合と文章題）

題 の ２

習 ５ ・ひき算（

熟

６ ・ひき算（繰り下がりが波及する場合と文章題）



よ ７ ・たし算（繰り上がりが１，２回ある場合，波及する場合）する場合）

り ２

習 の ８ ・ひき算（繰り下がりが１，２回ある場合，波及する場合）する場合）

熟 １

９ ・たし算とひき算の文章題

ワ １０ ・たし算とひき算の間違い直し

発 ｜

展 ク １１ ・たし算とひき算の虫食い算

問 １

題 １２ ・たし算とひき算の問題作り

（５）板書計画 各教室共通 ※問題プリントは教室毎に異なる。

※ワーク１には「次の教室へ」は無し。

９／３０ つ

問題プリント 問題プリント 問題プリント 問題プリント ぎ

学習のしかた → → → →の

教

□□□□ □□□□ □□□ □□□ 室

ネームカード へ



６ 資料

①振り返りカード

⑪ 月 日ふりかえりカード

名前

★今日の学しゅうをふりかえりましょう。★

○どこからどこまですすみましたか。

のプリントから

のプリントまですすみました。

②習熟度を調べるテスト

どれくらいできるかな！

年 組 名前たしかめて みよう

① ６２ ② ５８ ③ ８６ ④ ５２１

＋７４ ＋５０ ＋６７ ＋７８

⑤ ９８＋７ ⑥ ５＋９６

① １４５ ② １０７ ③ １２５ ④ １４０２

－ ７１ － ３２ － ８９ － ４６



⑤ １０３－３６ ⑥１０５－９

３ ① かつおさんは ３４円のあめと ７９円のガムを かいました。 ひっ算

あわせていくらになりますか。

しき

答え

② さち子さんは １２０円もって かいにいきました。 ひっ算

３５円のおかしをかうと のこりのお金は いくらですか。

しき

答え

○５分で ○５分で

ぜんぶ正しく 終わらなかった人

できた人は・・ １問でもまちがえた人は・

↓ ↓

すばらしい！ ざんねん

↓ もう少しれんしゅう

プリント３ しよう。

から スタート ↓

しよう。 プリント１

から スタート

しよう。



③ 学 習 プ リ ン ト

． １No

名 前

① ２ ３ ② ５ ２

＋ ４ ８ ＋ ３ ８

③ ２ ８ ④ ５ １

＋ ４ ０ ＋ ９

． ２No

名 前

① ８ ３ ② ７ １

－ １ ７ － ３ １

③ ４ ０ ④ ６ ０

－ １ ３ － ５ ８



． ３No

名 前

① ５ ４ ② ６ ２

＋ ６ ２ ＋ ８ ９

③ ８ ８ ④ ６ ７

＋ ６ ２ ＋ ４ ３

． ４No

名 前

① ４ ３ ② ９ ５

＋ ５ ９ ＋ ６

③ ８ ④ ４ ５

＋ ９ ４ ＋ ５ ８

⑤

（ ）

おり紙が，５６まいありました。おねえさんから，
４８まいもらいました。
ぜんぶで，何まいになりましたか。



． ５No

名 前

① ②

１ ３ ５ １ ３ ８

－ ４ ２ － ９ ８

③ ④

１ ８ ０ １ ７ ４

－ ９ ４ － ８ ５

． ６No

名 前

① ②

１ ０ １ １ ０ ２

－ ２ ２ － ７ ７

③ ④

１ ０ ３ １ ０ ４

－ ５ ７ － ６ ６

⑤

（ ）

おかしが１０６こありました。みんなで，

７８こたべました。

のこりは，いくつでしょうか。



． ７No

名 前

① ８ ４ ② ６ ９

＋ ８ ５ ＋ ５ ６

③ ５ ６ ④ ６ ３

＋ ６ ４ ＋ ３ ８

⑤ ９ ２ ⑥ ５ ６

＋ ８ ＋ ４ ９

． ８No

名 前

① ②

１ ２ ４ １ ４ ３

－ ３ １ － ５ ９

③ ④

１ ７ ０ １ ２ ８

－ ８ ４ － ４ ８

⑤ ⑥

１ ０ ５ １ ０ ０

－ ２ ６ － ６ ３



． ９No

名 前

①

（ ）

②

（ ）

わたしは，おはじきを６８こもっています。お
ねえさんは，わたしより３８こ多いそうです。
おねえさんは，何こもっていますか。

お店で，９３円のクッキーと８２円のあめ
をかいました。
いくらはらえばよいでしょう。

③

（ ）

④

（ ）

150cm 53cmのテープがありました 工作で。 ，
つかいました。
のこりは何 でしょう。cm

， 。男の子が１０３人 女の子が８５人います

どちらが，何人多いでしょうか。



． １ １No

名 前

① ４ ② ３

＋ ７ ８ ＋ ７ ２

１ ２ ７ １ ２ ５

③ ８ ６ ④ ６ ８

＋ ６ ＋ ７

１ ５ ５ １ ０ ５

⑤ ５ ⑥ ３

＋ ６ ＋ ３

１ ３ ２ １ ０ ０

⑦ ⑧

１ ８ １ ３

－ ７ ６ － ４ ７

５ ２ ８ ５

⑨ ⑩

１ ０ １ １ ５ １

－ ２ － ５

７ ９ ７ ６

⑪ ⑫

１ ３ １ ３

－ ３ － ４

６ ８ ５ ８



． １ ０No

名 前

ま ち が い が あ れ ば ， な お そ う ！

① ５ ５

＋ ８ ３ →

３ ８

② ８ ５

＋ ３ ９ →

１ １ ４

③ ７ ７

＋ ２ ６ →

９ ３

④

１ ４ ３

－ ５ ２ →

１ １ １

⑤

１ ２ ４

－ ３ ９ →

９ ５

⑥

１ ０ ３

－ ４ ８ →

６ ５



．１２ もんだい作りNo

・たし算は，２けた＋２けたになる計算を考えよう

（ ）

（ ）

・ ひ き 算 は ， ３ け た － ２ け た に な る 計 算 を 考 え よ う

（ ）

（ ）


